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令

和

三

年

七

月

十

日

江
戸
時
代
の
神
道
本
所
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
に
つ
い
て

松

本

勇

介

□

要

旨

江
戸
時
代
の
神
道
本
所
吉
田
家
発
給
文
書
の
内
︑
主
と
し
て
神
職
に
宛
て
た
も
の
の
差
出
書
は
実
に
多
様
で
あ
る
が
︑
大
別
す
る
と
︑
当
主
差

出
書
︵
神
祇
系
・
神
道
系
・
神
祇
道
系
︶︑
執
行
機
関
差
出
書
︵
本
所
内
機
関
・
出
張
所
︶︑
家
臣
差
出
書
︵
家
老
・
国
掛
役
・
そ
の
他
︶︑
神
部
伊

岐
宿
祢
差
出
書
の
四
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
︒
中
で
も
当
主
差
出
書
が
多
様
な
点
が
特
筆
さ
れ
る
︒

受
け
手
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
書
状
の
格
を
表
す
の
に
差
出
書
は
う
っ
て
つ
け
の
存
在
で
あ
り
︑
吉
田
家
は
様
々
な
差
出
書
を
作
り
出
し
︑
巧

み
に
使
い
分
け
る
こ
と
で
︑
吉
田
神
道
内
の
秩
序
の
形
成
及
び
維
持
に
利
用
し
て
い
た
︒
ま
た
受
取
人
の
身
分
の
差
だ
け
で
な
く
︑
許
状
の
内
容

の
差
に
よ
っ
て
も
差
出
書
の
礼
の
厚
薄
が
異
な
る
点
が
︑
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
を
よ
り
一
層
複
雑
な
も
の
に
し
て
い
た
︒

本
稿
で
は
吉
田
家
発
給
文
書
研
究
の
基
本
と
な
る
差
出
書
の
全
体
像
と
各
差
出
書
の
位
置
付
け
や
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
︑
吉
田
家

の
組
織
構
造
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
︑
神
道
本
所
吉
田
家
研
究
の
深
化
を
図
っ
た
︒

□

キ
ー
ワ
ー
ド

神
道
本
所
吉
田
家

当
主
差
出
書

執
行
機
関
差
出
書

家
臣
差
出
書

神
部
伊
岐
宿
祢
差
出
書
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は

じ

め

に

京
都
の
吉
田
神
社
を
拠
点
に
︑
神
道
の
本
所
と
し
て
大
き
な
勢
力
を
有
し
た
公
家
の
吉
田
家
は
︑
江
戸
時
代
に
は
各
地
の
神
職
等
に
多

種
多
様
な
許
状
等
を
発
給
し
て
い
た
こ
と
は
︑
つ
と
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
吉
田
家
の
許
状
等
の
種
類
に
つ
い
て
は
︑
吉
田
家
が

作
成
し
た
﹁
御
許
状
并
奥
書
文
言
控
﹂
や
﹁
諸
国
礼
物
之
定
﹂
で
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
︵
1
︶

︒
ま
た
吉
田
家
の
許
状
等
の
種
類
と
比
例

す
る
か
の
よ
う
に
︑
差
出
書
の
種
類
も
実
に
多
様
で
あ
り
︑
吉
田
家
も
﹁
御
許
状
并
奥
書
文
言
控
﹂
を
作
成
し
て
差
出
書
な
ど
の
奥
書
を

書
き
誤
ら
ぬ
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
︒
差
出
書
は
文
書
の
発
給
者
が
文
書
の
内
容
に
責
任
を
持
つ
こ
と
を
示
す
部
分
で
あ
り
︑

書
札
礼
で
も
重
視
さ
れ
て
き
た
箇
所
で
あ
る
︵
2
︶

︒

吉
田
家
の
許
状
等
の
差
出
書
を
本
格
的
に
論
じ
た
も
の
は
な
い
が
︑
差
出
書
に
簡
単
に
言
及
し
た
先
行
研
究
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
︒

例
え
ば
橋
本
政
宣
氏
の
研
究
で
は
︑
金
沢
市
内
の
諸
社
所
蔵
文
書
を
検
討
し
︑
吉
田
家
発
給
文
書
の
多
く
を
占
め
る
各
種
の
許
状
は
署
名

の
あ
り
方
が
区
々
で
あ
る
こ
と
︑
差
出
人
は
吉
田
家
の
当
主
︑
家
老
︑
役
人
︑
公
文
所
な
ど
と
多
様
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
︵
3
︶

︒

ま
た
太
田
正
弘
氏
は
︑
三
重
県
鈴
鹿
市
の
椿
大
神
社
神
主
家
文
書
を
検
討
し
︑
江
戸
時
代
初
期
の
差
出
書
に
は
﹁
神
祇
管
領
﹂
で
は
な
く

﹁
神
道
管
領
﹂
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
︑
狭
義
の
伝
受
書
に
は
﹁
明
信
﹂
と
い
う
印
文
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
論

じ
て
い
る
︵
4
︶

︒
そ
し
て
岡
田
荘
司
氏
は
︑
山
口
県
福
山
市
の
須
々
万
神
社
神
主
家
文
書
を
検
討
し
︑
継
目
許
状
と
一
日
法
令
︵
衣
冠
︶
許
状
︑

千
早
許
状
で
は
差
出
書
は
一
様
で
は
な
く
一
部
に
省
略
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
︵
5
︶

︒
他
に
も
古
文
書
学
の
分
野
で
︑
相
田

二
郎
氏
や
中
村
直
勝
氏
が
宗
源
宣
旨
の
書
式
に
つ
い
て
差
出
書
も
含
め
て
論
じ
て
い
る
︵
6
︶

︒
こ
れ
ら
は
総
じ
て
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書

の
概
要
あ
る
い
は
ご
く
一
部
だ
け
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
︑
全
体
を
意
識
し
つ
つ
各
差
出
書
の
相
互
関
係
に
も
目
を
配
り
な
が
ら
各
差
出
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書
を
詳
細
に
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
︒
ま
た
神
道
本
所
吉
田
家
の
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
も
︑
吉
田
家
発
給
文
書
の
重
要
箇
所
で
あ
る

差
出
書
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
︑
必
要
な
こ
と
だ
と
言
え
る
︒
そ
こ
で
本
稿
で
は
吉
田
家
発
給
文
書
の
内
︑
主
と
し
て
神
職
に
宛
て

た
も
の
を
取
り
上
げ
︑神
道
本
所
の
差
出
書
の
全
体
構
造
や
各
差
出
書
の
性
格
と
使
い
分
け
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

取
り
上
げ
る
史
料
と
し
て
は
︑
幕
末
期
に
吉
田
家
家
老
が
記
し
た
と
さ
れ
る
﹁
御
許
状
并
奥
書
文
言
控
﹂
で
は
︑
十
九
世
紀
よ
り
前
の

許
状
等
の
差
出
書
は
把
握
で
き
ず
︑
そ
の
上
差
出
書
の
一
部
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
︑
研
究
対
象
と
し
て
扱
う
こ
と
は
難
し

い
︒
そ
の
た
め
現
在
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
吉
田
家
の
許
状
等
を
取
り
上
げ
る
べ
く
︑
諸
機
関
所
蔵
史
料
や
自
治
体
史
を
始
め
と
す
る
刊

行
物
掲
載
史
料
な
ど
を
中
心
に
収
集
し
た
︒

一
︑
当
主
差
出
書

㈠

当
主
神
祇
系
差
出
書

吉
田
家
の
許
状
等
に
は
︑
吉
田
家
当
主
が
差
出
と
な
る
直
状
と
︑
執
行
機
関
や
家
臣
が
差
出
と
な
る
奉
書
が
存
在
す
る
が
︑
ま
ず
前
者

の
差
出
書
か
ら
見
て
い
き
た
い
︒

吉
田
家
当
主
差
出
書
は
称
号
に
注
目
す
る
と
︑
神
祇
系
︑
神
道
系
︑
神
祇
道
系
の
三
系
統
に
大
別
で
き
る
︒
ま
ず
本
節
で
は
当
主
神
祇

系
差
出
書
を
取
り
上
げ
る
が
︑
こ
の
差
出
書
に
は
︑
主
と
し
て
以
下
の
四
種
類
が
存
在
す
る
︒

①
神
祇
系
名
記
載
型

③
神
祇
系
名
省
略
型

駿
河
国
志
太
郡
島
田
町
正
一
位
大
井
大
明
神
神
主

布
斎
服
之
事
許
容
藤
原
清
海
訖
︑
向
後
可
着
用
之
状

大
井
図
書
藤
原
清
海
︑
着
風
折
烏
帽
子
狩
衣
︑
任

如
件

江
戸
時
代
の
神
道
本
所
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
に
つ
い
て
︵
松
本
︶
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先
例
専
守
社
職
格
式
︑
可
抽
太
平
精
祈
者
︑

寛
政
十
二
年
五
月
廿
八
日

神
道
裁
許
状
如
件

神
祇
管
領
長
上
卜
部
朝
臣
︵
朱
印

︵
9
︶

︶

寛
政
八
年
十
二
月
十
三
日

④
神
祇
系
称
号
の
み
記
載
型

神
祇
管
領
長
上
正
三
位
侍
従
卜
部
朝
臣
良
連
︵
朱
印

︵
7
︶

)

越
前
国
大
野
郡
白
山
麓
正
一
位
白
山
中
居
権
現
社
人

②
神
祇
系
花
押
記
載
型

上
村
大
進
藤
原
正
親

駿
河
国
志
太
郡
島
田
町
正
一
位
大
井
大
明
神
神
主

社
職
之
進
退
須
専
守
神
祇
道
規
範
︑
年
中
之
祭
式
着

藤
原
清
海
︑
当
社
祭
礼
三
月
十
五
日
︑
六
月
十
五

風
折
烏
帽
子
浄
衣
︑
宜
謹
勤
神
事
者
︑

日
︑
九
月
十
五
日
︑
一
日
法
令
可
着
衣
冠
者
︑

神
道
之
状
如
件

神
道
之
状
如
件

嘉
永
六
年
十
一
月
七
日

寛
政
十
二
年
五
月
廿
八
日

神
祇
管
領
︵
朱
印

︵
10
︶

︶

神
祇
管
領
長
上
正
三
位
侍
従
卜
部
朝
臣
︵
花
押

︵
8
︶

︶

ま
ず
①
神
祇
系
名
記
載
型
﹁
神
祇
管
領
長
上
︹
位
階
︺︹
官
職
︺
卜
部
朝
臣
︹
名
︺︵
朱
印
︶﹂
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
寛
政

八
年
︵
一
七
九
六
︶
に
駿
河
国
の
正
一
位
大
井
大
明
神
の
神
主
・
大
井
清
海
に
宛
て
た
先
例
継
目
許
状
で
あ
る
︒
形
状
は
竪
紙
で
あ
る
︒

こ
の
型
は
寛
文
期
の
途
中
か
ら
恒
例
裁
許
状
や
先
例
継
目
許
状
と
い
っ
た
神
職
の
基
本
と
な
る
︑
い
わ
ゆ
る
神
道
裁
許
状
な
ど
で
用
い
ら

れ
た
差
出
書
で
あ
る
︒
原
則
と
し
て
記
載
項
目
は
︑
上
か
ら
称
号
︑
位
階
︑
官
職
︑
氏
︑
姓
︑
名
の
順
で
記
さ
れ
る
と
い
っ
た
丁
寧
な
記

載
と
な
っ
て
お
り
︑
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
の
基
本
型
と
言
え
る
︒﹁
神
祇
管
領
長
上
﹂
と
は
︑
白
川
家
の
神
祇
伯
を
相
対
化
す
る

た
め
に
吉
田
家
が
創
出
し
た
偽
称
と
さ
れ
︑
十
五
世
紀
に
は
公
認
さ
れ
て
い
た
と
い
う
︵
11
︶

︒
当
主
名
の
記
し
方
に
つ
い
て
は
︑
実
名
も
し
く

は
実
名
を
崩
し
た
草
名
が
用
い
ら
れ
た
が
︑
草
名
の
使
用
例
は
少
な
く
︑
十
八
世
紀
前
期
の
兼
敬
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
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次
に
②
神
祇
系
花
押
記
載
型
﹁
神
祇
管
領
長
上
︹
位
階
︺︹
官
職
︺
卜
部
朝
臣
︵
花
押
︶﹂
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
寛
政
十
二

年
に
駿
河
国
の
正
一
位
大
井
大
明
神
の
神
主
・
大
井
清
海
に
宛
て
た
︑
祭
礼
日
に
だ
け
衣
冠
の
着
用
を
認
め
る
一
日
法
令
許
状
で
あ
る
︒

形
状
は
竪
紙
で
あ
る
︒
基
本
型
と
ほ
ぼ
同
文
言
で
あ
り
︑
実
名
︵
も
し
く
は
草
名
)＋
朱
印
で
は
な
く
︑
花
押
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
が
異

な
る
︒
当
然
な
が
ら
花
押
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
の
型
は
︑
実
名
︵
も
し
く
は
草
名
︶
が
用
い
ら
れ
て
い
る
基
本
型
よ
り
も
受
給
者
に
対

す
る
礼
が
薄
い
と
言
え
る
︒
江
戸
時
代
の
吉
田
家
の
許
状
等
で
当
主
の
花
押
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
︑
一
日
法
令
許
状
や
官
位
添
状
︵
12
︶

な

ど
ご
く
一
部
で
あ
る
︒
一
般
的
に
花
押
と
印
は
同
時
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
︑
こ
の
型
も
無
印
で
あ
る
︒
な
お
こ
の
型
は
少
な
く

と
も
元
禄
十
四
年
︵
一
七
〇
一
︶
か
ら
慶
応
三
年
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
︵
13
︶

︒

次
に
③
神
祇
系
名
省
略
型
﹁
神
祇
管
領
長
上
卜
部
朝
臣
︵
朱
印
︶﹂
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
寛
政
十
二
年
に
駿
河
国
の
正
一

位
大
井
大
明
神
の
神
主
・
大
井
清
海
に
宛
て
た
布
斎
服
許
状
で
あ
る
︒
形
状
は
竪
紙
で
︑
印
文
は
基
本
型
と
同
じ
で
あ
る
︒
基
本
型
と
比

べ
る
と
︑
こ
の
型
は
位
階
・
官
職
・
名
が
省
略
さ
れ
て
お
り
︑
礼
が
薄
く
な
っ
て
い
る
︒
少
な
く
と
も
享
保
十
一
年
か
ら
嘉
永
五
年

︵
一
八
五
二
︶
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
︵
14
︶

︑
他
に
神
主
の
絁
斎
服
許
状
な
ど
で
使
用
さ
れ
た
︵
15
︶

︒

最
後
に
④
神
祇
系
称
号
の
み
記
載
型
﹁
神
祇
管
領
︵
朱
印
︶﹂
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
嘉
永
六
年
に
越
前
国
の
正
一
位
白
山

中
居
権
現
の
社
人
・
上
村
正
親
に
宛
て
た
風
折
烏
帽
子
浄
衣
許
状
で
あ
る
︒
形
状
は
折
紙
で
︑
印
文
は
基
本
型
と
同
じ
で
あ
る
︒
基
本
型

と
比
べ
る
と
︑
位
階
・
官
職
・
氏
・
姓
・
名
な
ど
が
省
略
さ
れ
て
お
り
︑
礼
が
極
め
て
薄
く
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
型
は
非
常
に
多
用
さ
れ

た
差
出
書
で
︑
少
な
く
と
も
正
徳
五
年
か
ら
慶
応
二
年
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
︵
16
︶

︑
他
に
祠
官
の
赤
色
千
早
許
状
や
神
主

の
四
組
木
綿
手
繦
許
状
な
ど
で
使
用
さ
れ
た
︵
17
︶

︒

こ
れ
ら
の
神
祇
系
当
主
差
出
書
は
︑
装
束
着
用
に
関
す
る
許
状
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
︒
寛
文
五
年
︵
一
六
六
五
︶
に
幕
府
が
神

社
条
目
を
発
布
し
た
こ
と
に
よ
り
︑
無
位
の
社
人
が
白
張
以
外
の
装
束
を
着
用
す
る
に
は
﹁
吉
田
之
許
状
﹂
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
り
︑

江
戸
時
代
の
神
道
本
所
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
に
つ
い
て
︵
松
本
︶
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毎
年
多
く
の
許
状
等
が
発
給
さ
れ
︑
時
代
が
下
る
に
つ
れ
様
々
な
差
出
書
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
差
出
書
の
丁
寧
さ
は
相
手
に

対
す
る
礼
の
厚
薄
と
対
応
し
て
お
り
︑
名
記
載
型
を
基
準
に
す
る
と
︑
花
押
記
載
型
は
名
の
代
わ
り
に
花
押
を
記
載
し
礼
が
薄
く
な
っ
て

お
り
︑そ
し
て
名
省
略
型
は
名
を
省
略
し
一
層
礼
が
薄
く
な
っ
て
い
る
︒
さ
ら
に
称
号
の
み
記
載
型
は
称
号
以
外
全
て
を
省
略
し
て
お
り
︑

最
も
礼
が
薄
く
な
っ
て
い
る
と
整
理
で
き
る
︒

㈡

当
主
神
道
系
差
出
書

続
い
て
本
節
で
は
当
主
神
道
系
差
出
書
を
取
り
上
げ
る
が
︑
こ
の
差
出
書
に
は
︑
主
と
し
て
以
下
の
三
種
類
が
存
在
す
る
︒

①
神
道
系
名
記
載
型

③
神
道
系
称
号
の
み
記
載
型

中
臣
祓

祈
雨
祝
詞
持
祓
串

口

伝

︵
中
略
︶

︵
中
略
︶

三
種
太
祓

御
神
体
於

神
輿
仁

奉
遷
次
第

︵
中
略
︶

︵
中
略
︶

夫
解
除
者
︑
天
児
屋
根
尊
之
太
諄
辞
︑
正
義
直
受

十
二
所
加
持

是
也
︑
授
与
藤
原
行
教
訖
︑
慎
而
莫
怠
矣

︵
中
略
︶

天
明
五
年
五
月
廿
二
日

荒
神
祓
持
祓
串

口

伝

神
道
管
領
長
上
卜
部
朝
臣
良
延
︵
朱
印

︵
18
︶

)

︵
中
略
︶

②
神
道
系
名
省
略
型

右
四
ヶ
条
授
与
藤
原
経
房
訖
︑
慎
而
莫
怠
矣

参
詣
次
第

正
徳
癸
巳
孟
秋
吉
曜
日
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︵
中
略
︶

神
道
管
領
︵
朱
印

︵
20
︶

︶

右
授
与
大
石
氏
義
虞
訖
︑
慎
而
莫
怠
矣

元
禄
己
卯
晩
夏
吉
曜
日

神
道
管
領
卜
部
朝
臣
︵
朱
印

︵
19
︶

︶

ま
ず
①
神
道
系
名
記
載
型
﹁
神
道
管
領
長
上
卜
部
朝
臣
︹
名
︺︵
朱
印
︶﹂
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
天
明
五
年
︵
一
七
八
五
︶

に
伊
勢
国
鈴
鹿
郡
山
本
郷
椿
大
明
神
等
の
神
主
・
山
本
行
教
に
宛
て
た
中
臣
祓
等
授
与
状
で
あ
る
︒
形
状
は
継
紙
で
︑
印
文
は
﹁
明
信
﹂

で
あ
る
︒
称
号
の
一
部
に
﹁
神
道
管
領
﹂
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
お
り
︑
行
法
関
連
書
状
の
特
徴
と
言
え
る
︒
神
祇
系
名
記
載
型
と

比
較
す
る
と
︑
位
階
や
官
職
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
礼
が
薄
く
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
型
は
珍
し
い
こ
と
に
行
法
関
係
と
装
束
関
係
の

両
者
で
使
用
さ
れ
て
お
り
︑
行
法
関
係
に
つ
い
て
は
少
な
く
と
も
元
禄
十
三
年
か
ら
天
保
十
二
年
︵
一
八
四
一
︶
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
確
認
で
き
︵
21
︶

︑
他
に
神
主
へ
の
神
符
授
与
状
な
ど
で
用
い
ら
れ
た
︵
22
︶

︒
一
方
︑
装
束
関
係
に
つ
い
て
は
江
戸
時
代
初
期
か
ら
寛
文
期
の

途
中
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
神
道
裁
許
状
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
︵
23
︶

︑
印
文
は
神
祇
系
名
記
載
型
と
同
じ
で
あ
る
︒

次
に
②
神
道
系
名
省
略
型
﹁
神
道
管
領
卜
部
朝
臣
︵
朱
印
︶﹂
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
椿
大
神
社
に
残
さ
れ
た
元
禄
十
二
年

に
大
石
義
虞
︵
24
︶

に
宛
て
た
︑
参
詣
次
第
授
与
状
で
あ
る
︒
形
状
は
折
紙
で
︑
印
文
は
﹁
明
信
﹂
で
あ
る
︒
こ
の
型
は
名
記
載
型
か
ら
﹁
長
上
﹂

と
名
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
り
︑
礼
が
薄
く
な
っ
て
い
る
︒
こ
れ
は
行
法
授
与
状
の
一
つ
で
︑
他
に
は
勝
軍
治
要
祓
授
与
状
で
こ
の
型
が

見
ら
れ
た
が
︵
25
︶

︑
そ
れ
以
外
の
使
用
例
は
確
認
で
き
ず
︑
稀
な
型
だ
と
言
え
る
︒

最
後
に
③
神
道
系
称
号
の
み
記
載
型
﹁
神
道
管
領
︵
朱
印
︶﹂
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
正
徳
三
年
に
伊
予
国
野
間
郡
菊
間
荘

長
坂
村
牛
頭
天
王
の
祠
官
・
本
宮
経
房
に
宛
て
た
︑
祈
雨
祝
詞
等
四
ヶ
条
授
与
状
で
あ
る
︒
形
状
は
巻
紙
で
︑
印
文
は
﹁
明
信
﹂
で
あ
る
︒

こ
の
型
は
名
省
略
型
か
ら
氏
と
姓
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
り
︑
礼
が
薄
く
な
っ
て
い
る
︒
こ
れ
は
行
法
授
与
状
の
一
つ
で
︑
他
に
も
神
主

江
戸
時
代
の
神
道
本
所
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
に
つ
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て
︵
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︶
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へ
の
六
根
清
浄
太
祓
授
与
状
や
参
詣
次
第
授
与
状
と
い
っ
た
種
々
の
行
法
授
与
状
で
こ
の
型
が
多
用
さ
れ
た
︵
26
︶

︒
少
な
く
と
も
正
徳
三
年
か

ら
慶
応
二
年
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
︵
27
︶

︒
な
お
発
給
時
期
や
許
可
内
容
の
類
似
性
か
ら
︑
こ
の
型
は
名
省
略
型
の
後
継

と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
︒

以
上
の
よ
う
に
︑
当
主
神
道
系
差
出
書
は
主
と
し
て
行
法
授
与
状
に
用
い
ら
れ
︑
名
記
載
型
︑
名
省
略
型
︑
称
号
の
み
記
載
型
の
順
で

礼
が
薄
く
な
っ
て
お
り
︑
原
則
と
し
て
﹁
明
信
﹂
と
い
う
印
文
が
用
い
ら
れ
て
い
た
︒

㈢

当
主
神
祇
道
系
差
出
書

続
い
て
本
節
で
は
当
主
神
祇
道
系
差
出
書
を
取
り
上
げ
る
︒

①
神
祇
道
系
名
記
載
型

夫
唯
一
神
道
大
護
摩
法
者
︑︵
中
略
︶
粤
加
賀
国
河
北
郡
正
一
位
大
野

湊
神
社
神
主
源
英
明
︑
励
志
孜
々
︑
只
無
二
之
信
心
︑
因
不
忍
空
其
志
︑

授
与
之
訖
︑
能
思
倍

深
想
倍

︑
慎
而
莫
怠
矣

宝
暦
十
一
年
二
月
廿
七
日

天
児
屋
根
尊
五
十
七
代

神
祇
道
管
領
勾
当
長
上
従
二
位
卜
部
朝
臣
兼
雄
︵
朱
印

︵
28
︶

︶

①
神
祇
道
系
名
記
載
型
﹁
天
児
屋
根
尊
︹
代
︺
神
祇
道
管
領
勾
当
長
上
︹
位
階
︺
卜
部
朝
臣
︹
名
︺︵
朱
印
︶﹂
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た

も
の
は
︑
宝
暦
十
一
年
に
加
賀
国
の
正
一
位
大
野
湊
神
社
の
神
主
・
河
崎
英
明
に
宛
て
た
大
護
摩
法
授
与
状
︵﹁
御
別
紙
﹂
︶
で
あ
る
︒
大

護
摩
法
︵
神
道
護
摩
行
事
︶
は
三
壇
行
事
の
一
つ
で
︑
吉
田
家
は
宗
源
殿
で
行
う
三
壇
行
事
を
重
要
な
行
法
と
位
置
付
け
︑
各
地
の
神
職
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達
に
伝
授
し
た
︵
29
︶

︒
当
該
文
書
の
形
状
は
竪
紙
で
︑
格
の
高
い
宿
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
︒
印
文
は
﹁
明
信
﹂
で
あ
る
︒
こ
の
型
は
神
祇
系

名
記
載
型
を
よ
り
丁
寧
に
し
た
も
の
で
あ
り
︑﹁
天
児
屋
根
尊
○
代
﹂
及
び
﹁
勾
当
﹂
と
い
う
言
葉
が
追
加
さ
れ
て
い
る
︒
天
児
屋
根
尊
︵
天

児
屋
命
︶
と
は
吉
田
家
の
祖
先
神
の
こ
と
で
あ
り
︑
ま
た
﹁
神
祇
道
管
領
勾
当
長
上
﹂
と
は
︑﹁
神
祇
道
管
領
長
上
﹂
と
﹁
南
座
勾
当
﹂

の
こ
と
で
あ
る
︒﹁
南
座
勾
当
﹂
と
は
吉
田
家
が
創
出
し
た
偽
称
で
︑
神
祇
官
人
を
北
座
と
南
座
に
分
け
た
場
合
の
南
座
の
頭
を
指
す
︵
30
︶

︒

こ
れ
ら
の
言
葉
を
用
い
る
こ
と
で
︑
白
川
家
だ
け
で
な
く
吉
田
家
も
ま
た
神
道
の
正
統
な
継
承
者
だ
と
い
う
こ
と
を
示
そ
う
と
い
う
意
図

が
読
み
取
れ
る
︒
加
え
て
﹁
神
祇
管
領
﹂
で
は
な
く
﹁
神
祇
道
管
領
﹂
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
が
︑
前
者
は
神
祇
官
の
統
轄
者
と

い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
な
の
に
対
し
︑
後
者
は
神
祇
道
の
統
轄
者
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
だ
と
言
え
る
︒
こ
の
﹁
神
祇
道
管
領
﹂
と
い
う
言
葉
は
︑

本
書
状
以
外
に
後
述
の
宗
源
宣
旨
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
︒
こ
の
型
は
少
な
く
と
も
元
禄
十
年
か
ら
万
延
元
年
︵
一
八
六
〇
︶
ま
で
用
い

ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
︵
31
︶

︑
他
に
神
主
へ
の
宗
源
行
法
授
与
状
︵﹁
御
別
紙
﹂
︶
で
使
用
さ
れ
て
い
た
︵
32
︶

︒
三
壇
行
事
の
内
︑
二
重
伝
の

宗
源
行
事
と
三
重
伝
の
神
道
護
摩
行
事
の
授
与
状
に
は
︑
最
も
丁
寧
な
こ
の
型
が
用
い
ら
れ
た
が
︑
初
重
伝
の
十
八
神
道
行
事
の
授
与
状

に
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
︵
33
︶

︑
三
壇
行
事
内
で
も
差
出
書
に
差
を
設
け
て
い
た
︒

以
上
︑
本
章
で
は
吉
田
家
当
主
差
出
書
に
つ
い
て
︑
神
祇
系
︑
神
道
系
︑
神
祇
道
系
に
大
別
す
る
と
い
う
先
行
研
究
に
は
見
ら
れ
な
い

ス
タ
イ
ル
で
論
じ
た
︒
神
祇
系
差
出
書
は
装
束
許
可
関
係
で
多
く
使
わ
れ
︑
そ
の
内
︑
名
記
載
型
は
主
体
と
し
て
神
社
の
運
営
に
携
わ
る

者
の
基
本
装
束
で
あ
る
﹁
風
折
烏
帽
子
・
狩
衣
﹂
な
ど
の
着
用
許
可
で
使
わ
れ
︑
名
省
略
型
は
追
加
装
束
で
あ
る
﹁
布
斎
服
﹂
な
ど
の
着

用
許
可
で
使
わ
れ
︑
称
号
の
み
記
載
型
は
神
社
の
運
営
に
補
助
的
に
携
わ
る
者
の
基
本
装
束
で
あ
る
﹁
風
折
烏
帽
子
・
浄
衣
﹂
な
ど
の
着

用
許
可
に
使
わ
れ
る
な
ど
︑
意
図
的
に
許
可
す
る
内
容
で
差
出
書
に
差
を
設
け
て
い
た
︒
ま
た
神
道
系
差
出
書
と
神
祇
道
系
差
出
書
は
主

に
行
法
授
与
関
係
で
使
わ
れ
︑
後
者
は
前
者
に
比
べ
て
礼
が
厚
く
︑
重
要
度
の
高
い
も
の
に
用
い
ら
れ
て
い
た
︒
具
体
的
に
は
︑
神
祇
道

系
名
記
載
型
は
三
壇
行
事
を
構
成
す
る
大
護
摩
法
な
ど
の
授
与
︑
神
道
系
名
記
載
型
は
中
臣
祓
な
ど
の
授
与
︑
神
道
系
名
省
略
型
は
参
詣

江
戸
時
代
の
神
道
本
所
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
に
つ
い
て
︵
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︶
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次
第
な
ど
の
授
与
︑
神
道
系
称
号
の
み
記
載
型
は
六
根
清
浄
太
祓
な
ど
の
授
与
に
用
い
ら
れ
て
お
り
︑
内
容
で
差
出
書
に
差
を
設
け
て
い

た
︒
こ
の
よ
う
に
吉
田
家
は
書
状
の
内
容
に
合
わ
せ
て
︑
当
主
差
出
書
を
巧
み
に
用
い
て
い
た
と
言
え
る
︒

当
主
差
出
書
が
多
様
な
こ
と
が
吉
田
家
発
給
文
書
の
特
徴
と
言
え
る
が
︑
当
主
差
出
書
が
多
様
な
理
由
は
︑
①
装
束
許
可
や
行
法
授
与

な
ど
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
︑
内
容
の
軽
重
に
合
わ
せ
て
差
出
書
の
丁
寧
度
を
調
節
し
た
た
め
︑
②
当
主
差
出
書
は
江
戸
時
代
を
通
し
て

長
期
に
使
用
さ
れ
︑
十
八
世
紀
初
頭
前
後
か
ら
称
号
の
み
記
載
型
が
使
わ
れ
始
め
た
よ
う
に
︑
必
要
に
応
じ
て
新
た
な
型
が
生
み
出
さ
れ

た
た
め
︑
③
部
分
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
長
い
差
出
書
は
各
部
省
略
可
能
で
︑
差
出
書
差
を
設
け
や
す
い
構
造
で
あ
っ
た
た
め
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
︒
ま
た
印
文
に
着
目
す
る
と
︑
神
祇
系
で
は
名
記
載
型
︑
名
省
略
型
︑
称
号
の
み
記
載
型
は
ど
れ
も
同
じ
印
文
が
使
わ
れ
て
お

り
︑
主
と
し
て
装
束
着
用
許
状
で
用
い
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
神
道
系
で
は
名
記
載
型
︑
名
省
略
型
︑
称
号
の
み
記
載
型
は
ど
れ
も
同
じ
﹁
明

信
﹂
と
い
う
印
文
が
使
わ
れ
て
い
る
︒
そ
し
て
神
祇
道
系
名
記
載
型
で
も
同
じ
印
文
が
使
わ
れ
て
お
り
︑
行
法
授
与
関
係
に
﹁
明
信
﹂
と

い
う
印
文
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
れ
ま
で
吉
田
家
当
主
差
出
書
に
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
も
の
の
︑
そ
の
差
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
︑
神
祇
系
︑
神
道
系
︑
神
祇
道
系
の
三
系
統
が
存
在
し
︑
さ
ら
に
書
状
の
内
容
に
合
わ
せ
て

細
か
な
差
出
書
差
を
設
け
て
礼
の
厚
薄
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
︒

二
︑
執
行
機
関
差
出
書

㈠

本
所
内
機
関
差
出
書

吉
田
家
当
主
差
出
書
よ
り
も
格
は
落
ち
る
が
︑
吉
田
家
の
執
行
機
関
差
出
書
も
許
状
等
に
は
よ
く
用
い
ら
れ
た
︒
ま
ず
執
行
機
関
差
出

書
の
内
︑
京
都
の
本
所
内
機
関
に
関
す
る
も
の
か
ら
見
て
い
き
た
い
︒
主
な
も
の
に
は
︑
①
神
祇
管
領
長
上
家
公
文
所
差
出
書
︑
②
神
祇
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管
領
吉
田
殿
家
大
取
締
役
所
差
出
書
な
ど
が
存
在
し
︑
具
体
例
を
以
下
に
挙
げ
る
︒

①
神
祇
管
領
長
上
家
公
文
所
差
出
書

②
神
祇
管
領
吉
田
殿
家
大
取
締
役
所
差
出
書

洛
東
建
仁
寺
新
地
池
殿
町

其
許
親
日
向
目
請
持
来
り
候
洛
東
霊
山
正
法
寺
山
内

村
上
丹
波
源
美
平

清
林
庵
地
面
江
︑
御
当
家
神
道
葬
祭
御
免
許
有
之
候

右
於
家
内
神
拝
之
節
︑
着
風
折
烏
帽
子
狩
衣
︑
読
誦
中

職
分
之
輩
︑
神
祇
道
帰
依
之
御
門
弟
之
輩
︑
神
葬
祭
之

臣
祓
・
三
種
太
祓
・
六
根
清
浄
太
祓
︑
宜
謹
精
勤
者
︑

儀
︑
清
林
庵
よ
り
一
札
差
出
候
ニ
付
︑
於
本
所
御
聞
置

本
所
被
命
如
件

候
︑
然
上
ハ
其
許
引
請
︑
夫
々
葬
祭
式
執
行
可
有
之

神
祇
管
領
長
上
家

候
︑︵
中
略
︶

文
政
六
未
年

公
文
所
︵
朱
印

︵
34
︶

)

神
祇
管
領

十
一
月

吉
田
殿
家

文
政
三
年

大
取
締
役
所
︵
朱
印
︶

辰
八
月

村
上
丹
波
殿
︵
35
︶

ま
ず
①
神
祇
管
領
長
上
家
公
文
所
差
出
書
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
文
政
六
年
︵
一
八
二
三
︶
に
京
都
霊
明
社
二
代
目
の
村
上

美
平
に
宛
て
た
風
折
烏
帽
子
狩
衣
等
許
状
で
あ
る
︒
形
状
は
折
紙
で
︑
印
文
は
﹁
神
道
長
家
公
文
所
印
﹂
で
あ
る
︒
こ
の
差
出
書
は
少
な

く
と
も
文
化
二
年
︵
一
八
〇
五
︶
か
ら
慶
応
二
年
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
︵
36
︶

︒
ま
た
用
途
に
つ
い
て
は
︑
神
役
の
風
折

烏
帽
子
狩
衣
許
状
︵
37
︶

や
後
述
す
る
正
一
位
稲
荷
大
明
神
の
勧
請
証
書
な
ど
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
︒﹁
公
文
所
﹂
と
は
吉
田
家
に
置
か
れ
た

主
と
し
て
公
的
な
文
書
を
取
り
扱
う
組
織
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
︑
江
戸
時
代
に
お
い
て
許
状
等
の
差
出
書
と
し
て
登
場
す
る
の
は

江
戸
時
代
の
神
道
本
所
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
に
つ
い
て
︵
松
本
︶

― 11 ―



十
九
世
紀
初
頭
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
︒
ま
た
こ
の
文
書
は
﹁
本
所
被
命
﹂
と
い
う
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
奉
書
系
統
の
文
書
だ
と
言
え
る
︒

次
に
②
神
祇
管
領
吉
田
殿
家
大
取
締
役
所
差
出
書
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
文
政
三
年
に
村
上
美
平
に
宛
て
た
霊
明
社
︵
清
林

庵
敷
地
内
︶
で
の
神
葬
祭
執
行
許
状
で
あ
る
︒
形
状
は
折
紙
で
︑
印
文
は
﹁
大
取
締
之
印
﹂
で
あ
る
︒
こ
の
差
出
書
の
使
用
例
は
ほ
と
ん

ど
確
認
で
き
な
い
︒
ま
た
こ
の
文
書
は
﹁
於
本
所
御
聞
置
候
﹂
と
い
う
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
奉
書
系
統
の
文
書
だ
と
言
え
る
︒
こ
こ

で
注
目
す
べ
き
は
﹁
大
取
締
役
所
﹂
と
い
う
言
葉
で
あ
り
︑
文
化
四
年
に
発
行
さ
れ
た
﹃
神
祇
管
領
吉
田
家
諸
国
社
家
執
奏
記
﹄
に
は
﹁
大

取
締
役
﹂
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
︑
諸
国
社
家
執
達
役
︵
国
掛
役
︶
十
名
の
内
︑
諸
国
社
家
執
達
役
兼
用
人
社
家
大
取
締
役
・
鈴
鹿
播
磨
守
︑

諸
国
社
家
執
達
役
兼
社
家
大
取
締
役
・
安
田
平
馬
他
六
名
の
計
七
名
の
肩
書
に
用
い
ら
れ
て
い
る
︵
38
︶

︒
こ
の
こ
と
か
ら
︑
大
取
締
役
所
と
は

国
掛
役
を
兼
務
す
る
社
家
大
取
締
役
が
所
属
す
る
︑
各
地
の
神
職
を
取
り
締
ま
る
組
織
だ
と
考
え
ら
れ
る
︒

以
上
の
よ
う
に
︑
京
都
の
本
所
内
機
関
の
差
出
書
は
十
九
世
紀
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
︑
本
章
で
取
り
上
げ
た
二
つ
の
差
出
書

は
同
時
期
に
使
わ
れ
て
い
た
が
︑
史
料
の
残
存
状
況
か
ら
︑
公
文
所
差
出
書
は
多
用
さ
れ
た
が
︑
大
取
締
役
所
差
出
書
は
ほ
と
ん
ど
用
い

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
ま
た
赤
色
千
早
許
状
な
ど
一
部
の
許
状
に
見
ら
れ
る
︑
礼
の
厚
い
当
主
差
出
書
か
ら
礼
の
薄
い
執

行
機
関
差
出
書
へ
の
変
更
は
︑
差
出
書
の
種
類
の
増
加
に
伴
う
︑
許
状
の
位
置
付
け
の
変
更
や
序
列
化
の
進
展
と
考
え
ら
れ
る
︒

㈡

出
張
所
差
出
書

次
に
執
行
機
関
差
出
書
の
内
︑
出
張
所
に
関
す
る
も
の
を
見
た
い
︒
主
な
も
の
に
は
︑
①
神
祇
管
領
長
上
家
御
役
所
差
出
書
︑
②
神
祇

管
領
吉
田
殿
関
東
御
役
所
差
出
書
な
ど
が
存
在
し
︑
具
体
例
を
以
下
に
挙
げ
る
︒

①
神
祇
管
領
長
上
家
御
役
所
差
出
書

②
神
祇
管
領
吉
田
殿
関
東
御
役
所
差
出
書

下
野
国
都
賀
郡
壬
生
宿
正
一
位
雄
琴
大
明
神
神
主

上
野
国
山
田
郡
二
渡
村
正
一
位
猿
田
彦
大
神
社
神
主
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黒
川
加
賀
藤
原
勝
匡

森
下
佐
渡
守
跡
職

右
向
後
可
称
豊
前
者
︑
本
所
候
処
如
件

葉
山
主
殿

文
政
三
年
十
月
十
八
日

右
神
役
勤
仕
之
節
︑
風
折
烏
帽
子
浄
衣
狩
衣
着
用
︑
中
臣

神
祇
管
領
長
上
家

祓
詞
・
三
種
祓
詞
・
身
曽
貴
祓
詞
・
参
詣
次
第
免
授
之

御
役
所
︵
印
︵
39
︶

︶

事
︑
仮
令
承
置
候
也
︑

来
巳
年
八
月
中
本
紙
可
引
替
事

神
祇
管
領
吉
田
殿

関
東

慶
応
四
辰
年

御
役
所
︵
印
︵
40
︶

︶

四
月

吉
田
家
は
寛
政
三
年
に
江
戸
︑
寛
政
六
年
に
大
坂
に
出
張
所
を
設
置
し
た
と
さ
れ
る
が
︵
41
︶

︑
本
節
で
は
史
料
の
残
存
状
況
か
ら
︑
江
戸
出

張
所
に
関
す
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
︒

ま
ず
①
神
祇
管
領
長
上
家
御
役
所
差
出
書
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
文
政
三
年
に
下
野
国
の
正
一
位
雄
琴
大
明
神
の
神
主
・
黒

川
勝
匡
に
宛
て
た
吉
田
官
許
状
で
あ
る
︒
形
状
は
折
紙
で
あ
る
︒
差
出
書
の
﹁
神
祇
管
領
長
上
家
御
役
所
﹂
と
は
︑
吉
田
家
関
東
役
所
︵
江

戸
役
所
︶
を
指
す
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
︒
な
ぜ
な
ら
﹁
役
所
﹂
や
﹁
用
所
﹂
と
い
う
言
葉
は
本
所
の
地
方
出
張
所
を
指
す
と
さ
れ
︵
42
︶

︑

下
野
国
を
守
備
範
囲
と
す
る
の
は
関
東
役
所
で
あ
り
︑
こ
の
差
出
書
の
存
在
は
管
見
の
限
り
関
東
で
し
か
確
認
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
︒

ち
な
み
に
も
し
京
都
の
本
所
が
吉
田
官
許
状
を
発
給
す
る
場
合
︑
差
出
書
は
﹁
神
祇
管
領
︵
朱
印
︶﹂︑
す
な
わ
ち
当
主
神
祇
系
称
号
の
み

記
載
型
と
な
る
︵
43
︶

︒
な
お
こ
の
文
書
は
﹁
本
所
候
処
﹂
と
い
う
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
奉
書
系
統
の
文
書
だ
と
言
え
る
︒
こ
こ
で
注
目
す

江
戸
時
代
の
神
道
本
所
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
に
つ
い
て
︵
松
本
︶
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べ
き
は
︑
京
都
の
本
所
だ
け
で
な
く
︑
吉
田
家
関
東
役
所
も
許
状
を
発
給
し
て
い
た
事
実
で
あ
る
︒
こ
の
差
出
書
は
京
都
の
本
所
の
許
状

で
は
見
ら
れ
な
い
内
容
の
許
状
︑
例
え
ば
文
政
三
年
に
武
蔵
国
秩
父
郡
武
甲
山
の
蔵
王
大
権
現
の
神
主
・
守
屋
好
達
に
発
給
し
た
太
々
神

楽
執
行
許
状
や
︑
文
政
六
年
に
同
神
楽
役
・
島
田
道
永
に
発
給
し
た
亀
甲
烏
帽
子
浄
衣
許
状
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
こ
と

か
ら
︵
44
︶

︑
関
東
役
所
は
本
所
か
ら
文
書
発
給
の
裁
量
権
を
い
く
ら
か
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
な
お
こ
の
差
出
書
は
少
な
く
と
も

文
政
二
年
か
ら
同
十
年
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
︵
45
︶

︑
仮
許
状
で
も
使
用
さ
れ
た
︒

次
に
②
神
祇
管
領
吉
田
殿
関
東
御
役
所
差
出
書
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
慶
応
四
年
に
上
野
国
の
正
一
位
猿
田
彦
大
神
社
の
神

主
・
葉
山
主
殿
に
宛
て
た
風
折
烏
帽
子
浄
衣
狩
衣
等
仮
許
状
で
あ
る
︒
形
状
は
折
紙
で
︑
印
文
は
﹁
吉
田
殿
御
役
所
﹂
で
あ
る
︒
こ
の
差

出
書
は
少
な
く
と
も
天
保
六
年
か
ら
慶
応
四
年
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
︵
46
︶

︑
主
と
し
て
仮
許
状
で
使
用
さ
れ
た
︒

①
神
祇
管
領
長
上
家
御
役
所
差
出
書
と
②
神
祇
管
領
吉
田
殿
関
東
御
役
所
差
出
書
を
比
べ
る
と
︑
前
者
は
文
政
期
に
使
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
確
認
で
き
︑
後
者
は
天
保
期
か
ら
慶
応
期
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
︑
前
者
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
す
ぐ
に
後
者

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
︑
許
可
の
内
容
が
似
通
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
前
者
の
後
継
が
後
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
︒

以
上
の
よ
う
に
︑
執
行
機
関
差
出
書
は
本
所
内
機
関
差
出
書
と
出
張
所
差
出
書
に
大
別
で
き
︑
当
然
な
が
ら
前
者
の
方
が
後
者
よ
り
も

格
上
で
あ
る
︒
ま
た
本
所
内
機
関
差
出
書
が
十
九
世
紀
に
登
場
し
た
こ
と
で
︑
相
対
的
に
当
主
差
出
書
の
重
み
が
増
す
こ
と
と
な
り
︑
吉

田
家
発
給
文
書
の
重
み
が
多
様
化
し
た
と
言
え
る
︒
加
え
て
出
張
所
差
出
書
の
検
討
か
ら
︑
関
東
役
所
に
裁
量
権
が
い
く
ら
か
与
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
︒
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三
︑
家
臣
差
出
書

㈠

家
老
差
出
書

差
出
書
に
吉
田
家
家
臣
名
が
記
さ
れ
た
も
の
は
種
々
あ
る
が
︑
そ
れ
ら
の
中
で
特
筆
す
べ
き
は
︑
吉
田
家
家
老
差
出
書
で
あ
り
︑
以
下

に
具
体
例
を
挙
げ
る
︒

紫
指
貫
之
事
御
許
容
候
条
︑
神
役
勤
仕
之
節
︑
可
被
着
用
候
也

卯
八
月

鈴
鹿
出
羽
守

隆
︵
花
押
︶

鈴
鹿
筑
後
守

隆
熙
︵
花
押
︶

鈴
鹿
近
江
守

隆
︵
花
押
︶

鈴
鹿
土
佐
守

隆
︵
花
押
︶

厚
見
山
城
守
殿
︵
47
︶

家
老
差
出
書
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
寛
政
七
年
に
加
賀
国
石
川
郡
上
安
江
八
幡
宮
等
の
神
主
・
厚
見
正
方
に
宛
て
た
紫
指
貫

許
状
で
あ
る
︒
形
状
は
折
紙
で
あ
る
︒
当
該
文
書
で
は
四
名
の
鈴
鹿
氏
が
連
署
し
て
い
る
が
︑
彼
ら
は
﹁
御
家
老
中
﹂
な
ど
と
呼
ば
れ
︵
48
︶

︑

江
戸
時
代
の
神
道
本
所
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
に
つ
い
て
︵
松
本
︶
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各
鈴
鹿
家
は
吉
田
家
の
家
老
を
輩
出
す
る
家
柄
で
あ
っ
た
︒
家
老
差
出
書
に
は
連
署
と
単
署
が
あ
り
︑
多
く
が
連
署
で
あ
っ
た
︒
連
署
順

に
つ
い
て
は
︑
同
時
代
の
一
般
的
な
書
状
と
同
様
に
︑
発
給
月
の
真
下
に
記
さ
れ
た
者
が
最
も
格
下
で
︑
左
︵
奥
︶
に
い
く
に
つ
れ
て
格

が
上
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
︒
例
え
ば
鈴
鹿
下
野
守
雄
成
の
例
を
見
る
と
︑
宝
暦
五
年
に
は
三
名
中
右
か
ら
一
番
目
︑
明
和
元
年
︵
一

七
六
四
︶
に
は
三
名
中
右
か
ら
二
番
目
︑
安
永
五
年
︵
一
七
七
六
︶
に
は
三
名
中
右
か
ら
三
番
目
と
な
っ
て
お
り
︵
49
︶

︑
年
齢
を
重
ね
る
ご
と

に
格
が
上
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
︒
吉
田
家
家
老
連
署
差
出
書
は
︑
神
職
に
対
し
て
は
十
八
世
紀
初
頭
か

ら
幕
末
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
が
︵
50
︶

︑
十
七
世
紀
後
半
に
は
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
︵
51
︶

︒
な
お
こ
の

文
書
は
﹁
御
許
容
候
条
﹂
と
い
う
文
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
奉
書
系
統
の
文
書
だ
と
言
え
る
︒
ち
な
み
に
こ
れ
は
﹁
当
主
に
事
故
が
あ
っ

た
時
﹂
に
用
い
ら
れ
る
差
出
書
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
る
が
︵
52
︶

︑
加
賀
国
の
大
野
湊
神
社
の
神
主
・
河
崎
秀
直
は
︑
文
化
二
年
九
月
に

当
主
神
祇
系
名
記
載
型
の
風
折
烏
帽
子
狩
衣
許
状
と
︑
同
月
に
家
老
連
署
差
出
書
の
立
烏
帽
子
許
状
を
受
給
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︵
53
︶

︑
こ
の

指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
言
え
る
︒

㈡

国
掛
役
差
出
書

次
に
本
所
で
担
当
国
ご
と
に
神
職
の
取
次
を
行
っ
た
国
掛
役
の
差
出
書
を
見
た
い
︒

追
啓
︵
中
略
︶

御
札
致
拝
見
候
︑︵
中
略
︶
然
者
御
養
父
長
門
殿
義
︑
去
ル
二
月
中

被
致
病
死
候
ニ
付
︑
去
々
月
廿
五
日
貴
様
へ
家
督
相
続
・
触
頭
役
等

被
申
渡
候
付
︑
右
御
届
被
申
上
候
御
紙
面
之
趣
致
承
知
︑
則
御
家
老

中
へ
申
達
候
処
︑
御
聞
済
之
事
ニ
御
座
候
︑
恐
惶
謹
言
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鈴
鹿
織
部
正

七
月
四
日

森
平
︵
花
押
︶

厚
見
駿
河
様
︵
54
︶

国
掛
役
差
出
書
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
寛
政
三
年
に
吉
田
家
の
国
掛
役
・
鈴
鹿
織
部
正
が
加
賀
国
河
北
郡
野
間
神
社
の
厚
見

昭
基
に
宛
て
た
︑家
督
と
触
頭
役
の
相
続
に
関
す
る
書
状
で
あ
る
︒
形
状
は
折
紙
で
あ
る
︒
国
掛
役
差
出
書
は
家
老
差
出
書
と
は
異
な
り
︑

原
則
と
し
て
単
署
で
あ
る
︒
先
行
研
究
に
よ
る
と
︵
55
︶

︑
国
掛
役
は
寛
政
九
年
の
場
合
︑
十
人
存
在
し
︑
担
当
国
数
は
二
箇
国
～
九
箇
国
と
ば

ら
つ
き
が
あ
り
︑
ま
た
各
人
の
担
当
国
も
各
地
に
分
散
し
て
い
た
︒
加
賀
国
の
国
掛
役
は
︑
寛
政
九
年
は
鈴
鹿
織
部
之
丞
︵
織
部
正
︶︑

天
保
十
一
年
は
松
岡
左
内
︑
安
政
二
年
︵
一
八
五
五
︶
は
山
田
阿
波
介
と
な
っ
て
お
り
︑
あ
る
特
定
の
家
に
固
定
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒

こ
こ
で
家
老
差
出
書
と
国
掛
役
差
出
書
と
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
︒
前
提
と
し
て
家
老
三
～
四
名
の
連
署
と
︑
家
老
よ

り
下
位
の
国
掛
役
の
単
署
と
で
は
︑
見
た
目
に
も
格
の
違
い
は
歴
然
で
あ
る
︒
両
者
が
セ
ッ
ト
で
用
い
ら
れ
た
場
合
を
見
て
み
る
と
︑
前

述
し
た
寛
政
三
年
の
野
間
神
社
の
厚
見
家
の
家
督
と
触
頭
役
の
相
続
に
つ
い
て
︑
鈴
鹿
出
羽
守
ら
四
家
老
は
相
続
に
同
意
す
る
旨
を
通
達

し
︑
国
掛
役
の
鈴
鹿
織
部
正
は
家
老
が
同
意
す
る
旨
と
相
続
手
続
き
の
詳
細
を
通
達
し
て
お
り
︵
56
︶

︑
家
老
差
出
文
書
は
方
向
性
の
指
示
︑
国

掛
役
差
出
文
書
は
詳
細
の
指
示
と
い
う
役
割
分
担
が
見
ら
れ
る
︒
ま
た
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
︑
家
老
差
出
書
は
紫
指
貫
許
状
な
ど
の
重

み
が
必
要
な
も
の
に
使
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
︑
国
掛
役
差
出
書
は
事
務
連
絡
な
ど
そ
れ
ほ
ど
重
み
が
必
要
で
な
い
も
の
に
使
わ
れ
て
い
る
︒

江
戸
時
代
の
神
道
本
所
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
に
つ
い
て
︵
松
本
︶

― 17―



㈢

そ
の
他

家
老
差
出
書
や
国
掛
役
差
出
書
の
他
に
︑
注
目
す
べ
き
も
の
は
太
元
宮
当
番
差
出
書
と
神
祇
管
領
長
上
家
頭
役
差
出
書
の
二
つ
で
あ
る
︒

①
太
元
宮
当
番
差
出
書

②
神
祇
管
領
長
上
家
頭
役
差
出
書

武
蔵
国
崎
玉
郡
大
松
村

中
山
小
か
む

長
野
春
右
衛
門

右
四
組
木
綿
手
繦

右
依
願
︑

懸
用
︑
所
被
免
授
如
件

正
一
位
香
取
大
明
神
鎮
護
︑
所
調
如
件

神
祇
管
領

嘉
永
五
子
歳
二
月

長
上
家

吉
田

元
治
元
年

頭
役
︵
印

︵
58
︶

︶

太
元
宮

当
番
︵
印

︵
57
︶

)

子
二
月
日

ま
ず
①
吉
田
太
元
宮
当
番
差
出
書
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
嘉
永
五
年
に
武
蔵
国
大
松
村
の
長
野
春
右
衛
門
に
宛
て
た
正
一
位

香
取
大
明
神
の
勧
請
証
書
で
あ
る
︒
形
状
は
折
紙
で
あ
る
︒
差
出
書
の
﹁
吉
田
太
元
宮
﹂
と
は
京
都
の
吉
田
山
の
斎
場
所
の
中
心
に
配
さ

れ
た
︑
諸
法
の
根
元
で
あ
る
国
常
立
尊
︵
太
元
尊
神
︶
を
祀
る
八
角
円
堂
の
建
物
で
あ
る
大
元
宮
︵
太
元
宮
︶
の
こ
と
で
あ
る
︒
大
元
宮

の
左
右
に
は
全
国
の
式
内
社
三
千
余
座
が
配
さ
れ
︑
後
方
に
は
伊
勢
両
宮
と
︑
神
祇
官
の
祭
祀
施
設
で
あ
る
八
神
殿
が
配
さ
れ
て
い
た
︵
59
︶

︒

こ
の
よ
う
な
大
元
宮
を
有
す
る
吉
田
家
は
︑
依
頼
主
の
求
め
に
応
じ
て
様
々
な
神
を
勧
請
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
︒
差
出
書
の
﹁
太

元
宮
当
番
﹂
と
は
大
元
宮
の
管
理
担
当
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
︑
詳
細
は
不
明
で
あ
る
︒
十
九
世
紀
に
は
︑
勧
請
証
書
︵
神
号
授
与
状
︶

の
発
給
は
前
述
の
神
祇
管
領
長
上
家
公
文
所
で
行
う
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
︑
吉
田
太
元
宮
当
番
で
行
う
場
合
は
珍
し
い
︒

次
に
②
神
祇
管
領
長
上
家
頭
役
差
出
書
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
元
治
元
年
︵
一
八
六
四
︶
に
大
和
国
の
中
山
小
か
む
︵
中
山
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み
き
五
女
︶
に
宛
て
た
四
組
木
綿
手
繦
許
状
で
あ
る
︒
形
状
は
折
紙
で
あ
る
︒
こ
の
文
書
に
つ
い
て
吉
田
栄
治
郎
氏
は
︑
形
状
︑
書
式
︑

印
影
な
ど
か
ら
し
て
吉
田
家
の
発
給
で
間
違
い
な
い
が
︑
仲
介
者
の
古
川
豊
後
が
吉
田
家
の
役
人
に
取
り
入
り
︑
吉
田
家
の
役
人
が
正
規

の
手
続
き
を
経
ず
に
独
断
で
︑
正
式
な
様
式
を
持
っ
た
も
の
を
発
給
し
た
と
述
べ
て
い
る
︵
60
︶

︒
確
か
に
幕
末
期
の
四
組
木
綿
手
繦
許
状
で
あ

れ
ば
︑
前
述
の
神
祇
管
領
長
上
家
公
文
所
差
出
書
で
発
給
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
︑
神
祇
管
領
長
上
家
頭
役
差
出
書
で
発
給
す
る
例
は
︑

管
見
の
限
り
中
山
小
か
む
の
事
例
し
か
見
当
た
ら
な
い
︒
本
節
で
取
り
上
げ
た
吉
田
太
元
宮
当
番
差
出
書
と
神
祇
管
領
長
上
家
頭
役
差
出

書
は
極
め
て
稀
な
差
出
書
で
あ
り
︑
奉
書
文
言
が
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
︑
吉
田
家
の
中
枢
の
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
︑
当
番
と

頭
役
が
自
身
の
立
場
で
︑
そ
れ
ぞ
れ
発
給
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
︒

四
︑
神
部
伊
岐
宿
祢
差
出
書
︵
神
宣
︶

本
章
で
は
吉
田
家
当
主
が
位
署
す
る
神
部
伊
岐
宿
祢
差
出
書
︵
神
宣
︶
を
取
り
上
げ
る
が
︑
以
下
に
代
表
的
な
も
の
を
三
種
類
挙
げ
る
︒

①
神
部
署
名
当
主
署
名
型

③
神
部
署
名
当
主
花
押
型

宗
源

（
朱
印
）

宣
旨

山
本
氏
行
光
荒
魂

正
一
位
大

（
朱
印
）

野
湊
神
社
加
州
河
北

郡
大
野
湊

右
宜
授
清
白

（
朱
印
）

霊
神
号
者
︑

右
垂
迹
以
来
︑
被
増
一
階
︑
既
勘
年
紀
︑
為
極
意

（
朱
印
）

之
神
者
︑

神
宣
之
啓
状
如
件

神
宣
之
啓
状
如
件

享
保
五
年
十
二
月
十
三
日

神
部
伊
岐
宿
祢
奉

宝
永
元
年
八
月
五
日

神
部
伊
岐
宿
祢
奉

神
祇
管
領
長
上
卜
部
朝
臣
︵
花
押

（
朱
印
）

)
︵
63
︶

神
祇
道
管
領
勾
当
長
上
正
三
位
侍
従
卜
部

（
朱
印
）

朝
臣
兼
敬

︵
61
︶

江
戸
時
代
の
神
道
本
所
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
に
つ
い
て
︵
松
本
︶
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②
神
部
花
押
当
主
署
名
型

宗
源

（
朱
印
）

神
宣

嘉
明

（
朱
印
）

霊
神

右
宜
称
嘉
明
霊

（
朱
印
）

社
者
︑

図１ 日月星印

神
宣

（
朱
印
）

之
状
如
件

文
政
十
二
年
四
月
廿
八
日

神
部
伊
岐
宿
祢
︵
花
押
︶
奉

神
祇
道
管
領
卜
部
朝
臣
良
長

（
朱
印
）︵
62
︶

ま
ず
①
神
部
署
名
当
主
署
名
型
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
宝
永
元
年
︵
一
七
〇
四
︶
に
加
賀
国
の
大
野
湊
神
社
の
神
に
出
さ
れ

た
神
位
授
与
状
で
︑
い
わ
ゆ
る
宗
源
宣
旨
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
︒
形
状
は
竪
紙
で
︑
格
の
高
い
宿
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
︒
日
下
に

奉
者
の
神
部
伊
岐
宿
祢
を
記
し
︑
次
行
に
吉
田
家
当
主
を
記
す
と
い
う
江
戸
時
代
の
他
の
吉
田
家
発
給
文
書
で
は
見
ら
れ
な
い
独
特
の
書

式
で
あ
り
︑
古
文
書
学
的
に
も
珍
し
い
書
式
と
さ
れ
る
︵
64
︶

︒
宗
源
宣
旨
は
︑
吉
田
家
当
主
が
神
社
の
神
に
宛
て
て
︑
吉
田
家
の
祖
先
神
の
天

児
屋
命
の
神
宣
の
形
を
用
い
て
︑
位
階
や
称
号
を
認
証
な
い
し
は
授
与
し
た
も
の
と
さ
れ
る
︵
65
︶

︒
そ
の
た
め
宗
源
宣
旨
は
︑
天
児
屋
命
に
重

点
を
置
く
と
相
田
氏
の
言
う
よ
う
に
伊
岐
宿
祢
の
奉
書
と
な
り
︵
66
︶

︑
吉
田
家
当
主
に
重
点
を
置
く
と
橋
本
氏
の
言
う
よ
う
に
当
主
の
直
状
と

な
り
︵
67
︶

︑
両
義
的
な
書
式
と
言
え
る
︒
な
お
当
主
の
位
署
に
つ
い
て
は
︑
当
主
神
祇
道
系
名
記
載
型
か
ら
﹁
天
児
屋
根
尊
○
代
﹂
を
削
除
し

た
も
の
と
な
っ
て
お
り
︑
吉
田
家
発
給
文
書
の
中
で
も
礼
の
厚
い
も
の
と
言
え
る
︒

と
こ
ろ
で
印
は
二
寸
余
り
の
方
印
で
︑
印
文
は
﹁
日
月
﹂
で
あ
り
︑
江
戸
時
代
の
宗
源
宣
旨
の
場
合
は
竪
紙
に
四
︑
五
箇
所
ほ
ど
押
印

さ
れ
た
︒
押
印
方
法
が
独
特
で
︑
ま
ず
印
を
押
し
︑
そ
の
上
か
ら
四
十
五
度
回
転
さ
せ
て
再
度
印
を
押
す
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
︒

こ
の
方
法
で
押
印
す
る
と
八
稜
形
と
な
り
︑
こ
の
八
稜
形
の
星
と
︑
印
文
の
日
・
月
か
ら
︑﹁
日
月
星
印
﹂
と
呼
ば
れ
る
︵
68
︶

︒
ち
な
み
に
八
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稜
形
は
前
述
の
大
元
宮
の
八
角
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
︵
69
︶

︒
ま
た
こ
の
印
自
体
は
天
児
屋
命
か
ら
継
承
し
た
と
い
う
伝

承
に
基
づ
き
︑﹁
神
代
正
印
﹂
と
も
呼
ば
れ
る
︵
70
︶

︒

次
に
②
神
部
花
押
当
主
署
名
型
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
文
政
十
二
年
に
近
江
国
水
口
藩
の
藩
祖
・
加
藤
嘉
明
を
祀
る
嘉
明
霊

社
を
創
立
す
る
時
に
授
与
さ
れ
た
霊
社
号
授
与
状
で
あ
る
︒
形
状
は
竪
紙
で
︑
宗
源
宣
旨
と
同
様
に
宿
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
︒
印
は
宗

源
宣
旨
と
同
じ
﹁
日
月
星
印
﹂
で
︑
五
箇
所
押
印
さ
れ
て
い
る
︒
神
部
署
名
当
主
署
名
型
と
差
出
書
を
比
較
す
る
と
︑
奉
者
部
分
に
﹁
神

部
伊
岐
宿
祢
︵
花
押
︶
奉
﹂
と
花
押
が
追
加
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
当
主
位
署
部
分
は
︑
称
号
が
﹁
神
祇
道
管
領
勾
当
長
上
﹂
で
は
な
く
﹁
神

祇
道
管
領
﹂
に
︑
そ
し
て
位
階
な
ど
が
省
略
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
霊
社
号
授
与
状
の
差
出
書
は
宗
源
宣
旨
の
差
出
書
よ
り
も
簡
略

化
さ
れ
礼
が
薄
く
な
っ
て
い
る
︒

最
後
に
③
神
部
署
名
当
主
花
押
型
の
事
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
は
︑
享
保
五
年
︵
一
七
二
〇
︶
に
伊
勢
国
鈴
鹿
郡
山
本
郷
椿
大
明
神
等

の
先
代
神
主
・
山
本
行
光
へ
の
霊
神
号
授
与
状
で
あ
る
︒
形
状
は
竪
紙
で
︑
宗
源
宣
旨
と
同
様
に
宿
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
︒
印
は
宗
源

宣
旨
と
同
じ
﹁
日
月
星
印
﹂
だ
が
︑
二
箇
所
し
か
押
印
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
宗
源
宣
旨
の
半
数
ほ
ど
で
あ
る
︒
神
部
署
名
当
主
署
名
型
と
差

出
書
を
比
較
す
る
と
︑
奉
者
部
分
は
同
じ
だ
が
︑
当
主
位
署
部
分
は
︑
称
号
が
﹁
神
祇
道
管
領
勾
当
長
上
﹂
で
は
な
く
﹁
神
祇
管
領
長
上
﹂

に
︑
そ
し
て
位
階
な
ど
が
省
略
さ
れ
︑
さ
ら
に
実
名
︵
も
し
く
は
草
名
︶
で
は
な
く
花
押
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
︑
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
に
霊
神
号
授
与
状
の
差
出
書
は
一
段
と
簡
略
化
が
進
ん
で
い
る
︒

以
上
の
よ
う
に
︑
吉
田
家
当
主
が
位
署
す
る
神
部
伊
岐
宿
祢
差
出
書
︵
神
宣
︶
を
三
種
類
取
り
上
げ
た
が
︑
①
神
部
署
名
当
主
署
名
型
︑

②
神
部
花
押
当
主
署
名
型
︑
③
神
部
署
名
当
主
花
押
型
の
順
で
礼
が
薄
く
な
っ
て
お
り
︑
こ
こ
で
も
内
容
の
軽
重
が
差
出
書
に
反
映
し
て

い
る
と
言
え
る
︒

江
戸
時
代
の
神
道
本
所
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
に
つ
い
て
︵
松
本
︶

― 21 ―



五
︑
白
川
家
発
給
文
書
と
の
比
較

江
戸
時
代
に
は
神
社
・
神
職
支
配
を
め
ぐ
っ
て
神
祇
管
領
長
上
の
吉
田
家
と
︑
神
祇
伯
の
白
川
家
の
両
本
所
が
競
合
し
︑
各
地
の
神
職

に
対
し
て
両
本
所
か
ら
種
々
の
許
状
等
が
発
給
さ
れ
た
︒
本
章
で
は
両
本
所
の
代
表
的
な
許
状
で
あ
る
継
目
許
状
の
差
出
書
を
比
較
す
る

こ
と
で
︑
吉
田
家
の
差
出
書
の
特
質
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
︒

①
吉
田
家
の
継
目
許
状

↓
一
章
一
節
①
当
主
神
祇
系
名
記
載
型
参
照

②
白
川
家
の
継
目
許
状

今
般

（
朱
印
）

継
目
任
願
被
令
許
容
訖
︑
因
風
折
烏
帽
子

浄
衣
浅
黄
着
貫

（
差
）

着
用
︑
如
先
規
神
事
可
令
勤
仕

之
旨
者
︑

本
官

（
朱
印
）

所
候
也
︑
仍
執
達
如
件

神
祇
官
統
領
神
祇
伯
王
殿

天
保
八
年
二
月
十
八
日

雑
掌
︵
朱
印
︶

友
田
若
狭
殿
︵
71
︶

吉
田
家
の
継
目
許
状
は
寛
政
八
年
に
駿
河
国
の
正
一
位
大
井
大
明
神
の
神
主
・
大
井
清
海
に
宛
て
た
も
の
で
︑
神
道
裁
許
状
の
中
で
も

先
例
継
目
許
状
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
︒
一
方
︑
白
川
家
の
継
目
許
状
は
天
保
八
年
に
京
都
の
三
島
社
の
神
主
・
友
田
重
行
に
宛
て
た
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も
の
で
あ
る
︒
吉
田
家
の
継
目
許
状
が
﹁
神
祇
管
領
長
上
正
三
位
侍
従
卜
部
朝
臣
良
連
︵
朱
印
︶﹂
と
当
主
の
直
状
で
あ
る
の
に
対
し
︑

白
川
家
の
継
目
許
状
は
﹁
神
祇
官
統
領
神
祇
伯
王
殿
雑
掌
︵
朱
印
︶﹂
と
雑
掌
の
奉
書
で
あ
り
︑
対
照
的
で
あ
る
︒

江
戸
時
代
後
期
に
は
︑
吉
田
家
は
書
状
の
内
容
に
よ
っ
て
直
状
と
奉
書
を
使
い
分
け
て
い
た
た
め
︑
両
者
が
併
存
し
て
い
た
の
に
対
し
︑

白
川
家
は
原
則
と
し
て
奉
書
を
用
い
て
お
り
︑
こ
の
点
が
両
家
で
大
き
く
異
な
る
︒
当
然
な
が
ら
奉
書
よ
り
も
直
状
の
方
が
格
上
で
あ
る

が
︑
吉
田
家
が
直
状
と
奉
書
を
使
い
分
け
る
こ
と
で
︑
相
対
的
に
直
状
の
重
み
が
増
し
︑
さ
ら
に
白
川
家
が
原
則
と
し
て
奉
書
を
用
い
る

こ
と
で
︑
相
対
的
に
吉
田
家
の
直
状
の
重
み
が
増
す
構
図
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
神
祇
官
内
で
は
吉
田
家
は
白
川
家
よ
り
も
格
下
の
た

め
︑
吉
田
家
は
重
要
な
許
状
等
に
直
状
を
用
い
る
こ
と
で
︑
重
み
を
増
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

お

わ

り

に

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
江
戸
時
代
の
神
道
本
所
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
に
つ
い
て
︑
当
主
差
出

書
︵
神
祇
系
・
神
道
系
・
神
祇
道
系
︶︑
執
行
機
関
差
出
書
︵
本
所
内
機
関
・
出
張
所
︶︑
家
臣
差
出
書
︵
家
老
・
国
掛
役
な
ど
︶︑
神
部
伊
岐
宿

祢
差
出
書
の
四
つ
に
分
類
し
︑
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
詳
細
に
検
討
し
た
︒
各
章
で
論
じ
た
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
と
︑
第
一
章

で
は
当
主
差
出
書
と
題
し
て
︑
神
祇
系
︑
神
道
系
︑
神
祇
道
系
の
三
系
統
を
取
り
上
げ
︑
神
祇
系
は
装
束
許
可
関
係
で
多
く
使
わ
れ
︑
名

記
載
型
︑
花
押
記
載
型
︑
名
省
略
型
︑
称
号
の
み
記
載
型
の
順
で
礼
が
薄
く
な
っ
て
い
る
こ
と
︑
神
道
系
と
神
祇
道
系
は
行
法
授
与
関
係

で
多
く
使
わ
れ
︑
後
者
は
重
要
度
の
高
い
も
の
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
︑
神
祇
系
の
グ
ル
ー
プ
と
神
道
系
・
神
祇
道
系
の
グ
ル
ー
プ
と

で
は
印
文
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
︑
当
主
差
出
書
は
守
備
範
囲
が
広
く
︑
内
容
の
軽
重
に
合
わ
せ
て
差
出
書
の
丁
寧
度
を
調
節

し
た
た
め
多
種
類
と
な
り
︑
こ
の
当
主
差
出
書
が
多
様
な
点
が
吉
田
家
発
給
文
書
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
論
じ
た
︒
第
二
章
で
は
執

江
戸
時
代
の
神
道
本
所
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
に
つ
い
て
︵
松
本
︶
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行
機
関
差
出
書
と
題
し
て
︑
本
所
内
機
関
差
出
書
と
出
張
所
差
出
書
を
取
り
上
げ
︑
本
所
内
機
関
差
出
書
は
出
張
所
差
出
書
よ
り
も
格
上

で
あ
り
︑
主
と
し
て
十
九
世
紀
に
使
用
さ
れ
︑
ほ
と
ん
ど
が
神
祇
管
領
長
上
家
公
文
所
差
出
書
で
あ
っ
た
こ
と
︑
神
祇
管
領
長
上
家
御
役

所
差
出
書
の
後
継
が
神
祇
管
領
吉
田
殿
関
東
御
役
所
差
出
書
で
あ
り
︑
こ
れ
ら
の
発
給
実
態
か
ら
関
東
役
所
は
本
所
か
ら
文
書
発
給
の
裁

量
権
を
い
く
ら
か
与
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
︒
第
三
章
で
は
家
臣
差
出
書
と
題
し
て
︑
家
老
差
出
書
と
国

掛
役
差
出
書
な
ど
を
取
り
上
げ
︑
前
者
は
連
署
︑
後
者
は
単
署
が
多
く
書
状
の
格
の
違
い
が
歴
然
で
あ
る
こ
と
︑
傾
向
と
し
て
前
者
は
許

状
な
ど
の
重
み
が
必
要
な
も
の
に
使
わ
れ
て
い
た
の
に
対
し
︑
後
者
は
事
務
連
絡
な
ど
そ
れ
ほ
ど
重
み
が
必
要
で
な
い
も
の
に
使
わ
れ
て

い
た
こ
と
︑
ま
た
両
者
を
セ
ッ
ト
で
用
い
る
場
合
︑
前
者
は
方
向
性
の
指
示
︑
後
者
は
詳
細
の
指
示
と
い
う
役
割
分
担
が
見
ら
れ
る
こ
と

な
ど
を
論
じ
た
︒
第
四
章
で
は
神
部
伊
岐
宿
祢
差
出
書
︵
神
宣
︶
と
題
し
て
︑
吉
田
家
の
祖
先
神
・
天
児
屋
命
の
神
宣
の
形
を
取
っ
て
︑

奉
者
の
神
部
伊
岐
宿
祢
と
︑
次
行
に
吉
田
家
当
主
を
記
す
と
い
う
他
の
吉
田
家
発
給
文
書
で
は
見
ら
れ
な
い
独
特
な
書
式
の
文
書
に
注
目

し
︑
三
例
を
挙
げ
︑
宗
源
宣
旨
で
使
わ
れ
る
神
部
署
名
当
主
署
名
型
︑
霊
社
号
授
与
状
で
使
わ
れ
る
神
部
花
押
当
主
署
名
型
︑
霊
神
号
授

与
状
で
使
わ
れ
る
神
部
署
名
当
主
花
押
型
の
順
で
礼
が
薄
く
な
っ
て
お
り
︑
内
容
の
軽
重
が
差
出
書
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
論
じ

た
︒
第
五
章
で
は
白
川
家
発
給
文
書
と
の
比
較
と
題
し
て
︑
江
戸
時
代
に
神
社
・
神
職
支
配
を
め
ぐ
っ
て
吉
田
家
と
競
合
し
て
い
た
白
川

家
の
許
状
を
取
り
上
げ
比
較
し
︑
江
戸
時
代
後
期
に
は
吉
田
家
は
直
状
と
奉
書
を
使
い
分
け
て
い
た
が
︑
白
川
家
は
原
則
と
し
て
奉
書
を

用
い
て
い
た
こ
と
︑
そ
し
て
相
対
的
に
吉
田
家
の
直
状
の
重
み
が
増
す
構
図
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
︒

最
後
に
各
章
で
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
︑
全
体
を
通
し
て
い
く
つ
か
補
足
し
て
お
き
た
い
︒
江
戸
時
代
に
お
け
る
神
職
宛

て
の
吉
田
家
発
給
文
書
に
つ
い
て
言
え
ば
︑
奉
書
形
式
は
直
状
形
式
よ
り
も
新
し
く
︑
奉
書
形
式
の
内
︑
執
行
機
関
差
出
書
は
家
臣
差
出

書
よ
り
も
新
し
い
︒
ま
た
丁
寧
度
や
許
可
内
容
を
踏
ま
え
て
︑
差
出
書
を
格
の
高
い
も
の
か
ら
順
に
挙
げ
れ
ば
︑
当
主
差
出
書
︑
家
老
差

出
書
︑
本
所
内
機
関
差
出
書
︑
出
張
所
差
出
書
と
な
る
と
言
え
る
︒
こ
の
よ
う
に
受
け
手
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
書
状
の
格
を
表
す
の
に
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当
主
神
祇
系
名
記
載
型

当
主
神
道
系
名
記
載
型

当
主
神
祇
系
花
押
記
載
型

当
主
神
祇
系
名
省
略
型

当
主
神
祇
系
称
号
の
み
記
載
型

神
祇
管
領
長
上
家
公
文
所
型

当
主
神
道
系
称
号
の
み
記
載
型

図２ 神職宛て吉田家発給文書の主な差出書（個人蔵）



差
出
書
は
う
っ
て
つ
け
の
存
在
で
あ
り
︑
吉
田
家
は
様
々
な
差
出
書
を
作
り
出
し
︑
巧
み
に
使
い
分
け
る
こ
と
で
︑
吉
田
神
道
内
の
秩
序

の
形
成
に
利
用
し
て
い
た
︒
ま
た
受
取
人
の
身
分
の
差
︵
例
え
ば
神
主
と
宮
座
構
成
員
︶
だ
け
で
な
く
︑
許
状
の
内
容
の
差
︵
例
え
ば
狩
衣

と
浅
沓
︶
に
よ
っ
て
も
差
出
書
の
礼
の
厚
薄
が
異
な
る
点
が
︑
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
を
よ
り
一
層
複
雑
な
も
の
に
し
て
い
た
と
言

え
る
︒

本
稿
で
は
吉
田
家
の
主
と
し
て
神
職
宛
て
発
給
文
書
に
つ
い
て
︑
差
出
書
の
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
代
表
的
な
も
の
を
取
り
上
げ
て
い
っ
た

の
で
︑
単
調
な
行
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
︑
吉
田
家
発
給
文
書
研
究
の
基
本
と
な
る
差
出
書
の
全
体
像
と
各
差
出
書
の
位
置
付
け
や
性

格
を
一
定
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
︑
ま
た
差
出
書
の
検
討
を
通
し
て
神
道
本
所
吉
田
家
︵
出
張
所
含
む
︶
の
組
織
構
造
の
一
端
も
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
︑
弱
干
な
が
ら
神
道
本
所
吉
田
家
研
究
の
深
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

注

︵
1
︶
神
道
大
系
編
纂
会
編
﹃
神
道
大
系

論
説
編
﹄
九
︵
一
九
九
一
年
︶
七
九
～
八
五
︑
五
五
七
～
五
六
七
頁
︒

︵
2
︶
上
島
有
﹁
草
名
と
自
署
・
花
押
﹂︵﹃
古
文
書
研
究
﹄
第
二
四
号
︑
一
九
八
五
年
︶
三
二
頁
︒

︵
3
︶
金
沢
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
﹃
金
沢
市
史

資
料
編
﹄
一
三
︵
一
九
九
六
年
︶
四
七
四
～
四
七
五
頁
︒

︵
4
︶
椿
大
神
社
史
料
編
纂
委
員
会
編
﹃
椿
大
神
社
史
料
﹄
第
一
巻
︵
一
九
七
七
年
︶
四
一
～
四
五
頁
︒

︵
5
︶
前
掲
注
︵
1
︶
八
七
頁
︒

︵
6
︶
①
相
田
二
郎
﹃
日
本
の
古
文
書
﹄
上
︵
一
九
四
九
年
︶
三
六
〇
～
三
六
一
頁
︒
②
中
村
直
勝
﹃
日
本
古
文
書
学
﹄
上
巻
︵
一
九
七
一
年
︶
五
〇
三

～
五
〇
四
頁
︒
③
同
下
巻
︵
一
九
七
七
年
︶
四
一
六
～
四
一
七
頁
︒

︵
7
︶
個
人
蔵
︒
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︵
8
︶
個
人
蔵
︒

︵
9
︶
個
人
蔵
︒

︵
10
︶
個
人
蔵
︒

︵
11
︶
井
上
智
勝
﹃
近
世
の
神
社
と
朝
廷
権
威
﹄︵
二
〇
〇
七
年
︶
二
四
︑
三
〇
～
三
六
頁
︒

︵
12
︶
前
掲
注
︵
4
︶
口
絵
︒

︵
13
︶
前
掲
注
︵
3
︶
四
八
三
頁
︒
拙
稿
﹁
江
戸
時
代
の
吉
田
家
の
い
わ
ゆ
る
﹁
神
道
啓
状
﹂
と
﹁
神
道
之
状
﹂
に
つ
い
て
﹂︵﹃
國
學
院
雑
誌
﹄
第
一
二
一

巻
第
四
号
︑
二
〇
二
〇
年
︶
五
八
頁
︒

︵
14
︶
前
掲
注
︵
3
︶
四
八
九
頁
︒
前
掲
注
︵
1
︶
六
〇
六
頁
︒

︵
15
︶
前
掲
注
︵
3
︶
五
二
〇
頁
︒

︵
16
︶
前
掲
注
︵
3
︶
四
八
七
頁
︒
新
修
小
松
市
史
編
集
委
員
会
編
﹃
新
修
小
松
市
史

資
料
編
﹄
九
︵
二
〇
一
〇
年
︶
二
九
二
頁
︒

︵
17
︶
前
掲
注
︵
3
︶
四
八
九
︑
五
〇
八
頁
︒

︵
18
︶
前
掲
注
︵
4
︶
二
九
四
～
三
〇
二
頁
︒

︵
19
︶
前
掲
注
︵
4
︶
二
一
八
～
二
一
九
頁
︒

︵
20
︶
個
人
蔵
︒

︵
21
︶
前
掲
注
︵
4
︶
二
二
二
～
二
二
三
︑
三
三
五
～
三
四
三
頁
︒

︵
22
︶
前
掲
注
︵
3
︶
五
二
〇
～
五
二
一
頁
︒

︵
23
︶
拙
稿
﹁
江
戸
時
代
に
お
け
る
神
道
裁
許
状
の
様
式
の
変
遷
﹂︵﹃
國
學
院
雑
誌
﹄
第
一
二
〇
巻
第
六
号
︑
二
〇
一
九
年
︶
三
～
四
頁
︒

︵
24
︶
大
石
義
虞
は
椿
大
明
神
の
社
人
で
あ
っ
た
の
か
︑
そ
れ
と
も
俗
人
の
門
弟
で
あ
っ
た
の
か
は
不
詳
で
あ
る
︒

江
戸
時
代
の
神
道
本
所
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
に
つ
い
て
︵
松
本
︶
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︵
25
︶
前
掲
注
︵
4
︶
二
二
九
～
二
三
〇
頁
︒

︵
26
︶
前
掲
注
︵
4
︶
三
〇
三
～
三
〇
六
頁
︒
平
塚
市
編
﹃
平
塚
市
史
﹄
四
︵
一
九
八
四
年
︶
四
一
二
頁
︒

︵
27
︶
前
掲
注
︵
16
︶
二
九
二
頁
︒

︵
28
︶
前
掲
注
︵
3
︶
五
〇
三
頁
︒

︵
29
︶
橋
本
政
宣
﹁﹃
吉
田
家
御
広
間
雑
記
﹄
に
つ
い
て
﹂︵﹃
季
刊

悠
久
﹄
第
七
七
号
︑
一
九
九
九
年
︶
四
七
頁
︒

︵
30
︶
前
掲
注
︵
11
︶
三
〇
～
三
五
頁
︒

︵
31
︶
吉
備
津
彦
神
社
社
務
所
編
﹃
吉
備
津
彦
神
社
史
料
﹄
第
一
︵
一
九
三
六
年
︶
一
二
八
頁
︒
前
掲
注
︵
3
︶
五
六
〇
頁
︒

︵
32
︶
前
掲
注
︵
4
︶
二
五
二
頁
︒

︵
33
︶
前
掲
注
︵
1
︶
五
五
九
～
五
六
〇
頁
︒

︵
34
︶
京
都
市
歴
史
資
料
館
所
蔵
﹁
霊
明
神
社
文
書
写
真
帳
﹂︒

︵
35
︶
前
掲
注
︵
34
︶︒

︵
36
︶
白
鳥
町
教
育
委
員
会
編
﹃
白
鳥
町
史

史
料
編
﹄︵
一
九
七
三
年
︶
八
三
〇
～
八
三
一
頁
︒
栃
木
県
立
文
書
館
所
蔵
文
書
二
〇
九
番
﹁
神
道
裁
許
状
﹂︒

︵
37
︶
前
掲
注
︵
3
︶
五
二
六
頁
︒

︵
38
︶
渡
辺
国
雄
ほ
か
編
﹃
神
祇
管
領
吉
田
家
諸
国
社
家
執
奏
記
﹄︵
一
九
七
三
年
︶
四
九
～
五
一
頁
︒

︵
39
︶
壬
生
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
﹃
壬
生
町
史

資
料
編
近
世
﹄︵
一
九
八
六
年
︶
九
〇
三
～
九
〇
四
頁
︒

︵
40
︶
前
掲
注
︵
36
︶﹁
神
道
裁
許
状
﹂︒

︵
41
︶
①
椙
山
林
継
﹃
近
世
神
道
神
学
の
萌
芽
﹄︵
二
〇
一
四
年
︶
一
一
頁
︒
②
井
上
智
勝
﹁
吉
田
家
大
坂
用
所
の
設
置
と
神
祇
道
取
締
役
・
神
道
方
頭
役
﹂

︵﹃
大
阪
の
歴
史
﹄
第
五
五
号
︑
二
〇
〇
〇
年
︶
七
〇
頁
︒
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︵
42
︶
前
掲
注
︵
41
︶
井
上
論
文
︑
七
〇
頁
︒

︵
43
︶
前
掲
注
︵
3
︶
五
〇
三
頁
︒

︵
44
︶
栃
原
嗣
雄
﹃
秩
父
の
民
俗
﹄︵
二
〇
〇
五
年
︶
三
〇
七
～
三
〇
八
頁
︒

︵
45
︶
埼
玉
県
立
文
書
館
編
﹃
埼
玉
県
神
社
関
係
古
文
書
調
査
報
告
書
﹄︵
一
九
九
〇
年
︶
三
一
一
～
三
一
二
頁
︒

︵
46
︶
前
掲
注
︵
45
︶
六
一
頁
︒

︵
47
︶
前
掲
注
︵
3
︶
五
五
七
頁
︒

︵
48
︶
前
掲
注
︵
3
︶
五
一
二
～
五
一
三
頁
︒

︵
49
︶
前
掲
注
︵
3
︶
五
〇
一
～
五
〇
二
︑
五
〇
五
頁
︒
木
村
修
﹁
近
世
の
地
方
神
社
・
神
主
と
吉
田
神
道
﹂︵﹃
成
田
市
史
研
究
﹄
第
三
七
号
︑
二
〇
一
三
年
︶

八
～
九
頁
︒

︵
50
︶
前
掲
注
︵
3
︶
四
八
六
～
四
八
七
︑
五
四
七
頁
︒

︵
51
︶
延
宝
八
年
︵
一
六
八
〇
︶
に
鈴
鹿
左
近
と
大
角
外
記
が
武
蔵
国
入
間
郡
物
部
天
神
の
神
主
に
末
社
祠
官
許
状
の
添
状
の
件
で
連
署
で
書
状
を
出
し

て
い
る
た
め
︑
両
人
が
家
老
だ
っ
た
場
合
︑
家
老
連
署
は
延
宝
八
年
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
︒︵
前
掲
注
︵
45
︶
一
〇
九
頁
︒︶

︵
52
︶
前
掲
注
︵
4
︶
四
四
頁
︒

︵
53
︶
前
掲
注
︵
3
︶
五
一
六
～
五
一
七
頁
︒

︵
54
︶
前
掲
注
︵
3
︶
五
一
二
～
五
一
三
頁
︒

︵
55
︶
前
掲
注
︵
41
︶
①
︑
二
一
四
～
二
一
五
頁
︒

︵
56
︶
前
掲
注
︵
3
︶
五
一
二
～
五
一
三
頁
︒

︵
57
︶
埼
玉
県
神
社
庁
神
社
調
査
団
編
﹃
埼
玉
の
神
社

北
足
立

児
玉

南
埼
玉
﹄︵
一
九
九
八
年
︶
一
一
五
三
頁
︒

江
戸
時
代
の
神
道
本
所
吉
田
家
発
給
文
書
の
差
出
書
に
つ
い
て
︵
松
本
︶

― 29―



︵
58
︶
村
上
重
良
﹁
天
理
教
の
神
話
と
民
衆
救
済
﹂︵﹃
大
系
仏
教
と
日
本
人
﹄
一
〇
︑
一
九
八
八
年
︶
二
〇
七
頁
︒

︵
59
︶
前
掲
注
︵
11
︶
二
八
～
二
九
頁
︒

︵
60
︶
天
理
教
青
年
会
史
料
調
査
班
﹁
教
祖
伝
史
料
の
検
討
﹂︵﹃
あ
ら
き
と
う
り
よ
う
﹄
一
四
九
号
︑
一
九
八
七
年
︶
一
一
三
～
一
一
四
頁
︒

︵
61
︶
前
掲
注
︵
3
︶
口
絵
︒

︵
62
︶
甲
賀
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
﹃
甲
賀
市
史
﹄
第
三
巻
︵
二
〇
一
四
年
︶
三
九
八
頁
︒

︵
63
︶
前
掲
注
︵
4
︶
口
絵
︒

︵
64
︶
前
掲
注
︵
6
︶
①
︑
三
六
〇
～
三
六
一
頁
︒

︵
65
︶
前
掲
注
︵
11
︶
七
五
～
七
六
頁
︒

︵
66
︶
前
掲
注
︵
6
︶
①
︑
三
六
〇
頁
︒

︵
67
︶
前
掲
注
︵
3
︶
四
七
五
頁
︒

︵
68
︶
前
掲
注
︵
6
︶
③
︑
四
一
六
～
四
一
七
頁
︒

︵
69
︶
前
掲
注
︵
6
︶
①
︑
三
六
一
頁
︒

︵
70
︶
井
上
智
勝
﹃
吉
田
神
道
の
四
百
年
﹄︵
二
〇
一
三
年
︶
五
〇
頁
︒

︵
71
︶
東
昇
ほ
か
編
﹃
京
都
東
山
・
三
嶋
神
社
文
書
調
査
報
告
﹄︵
二
〇
一
九
年
︶
口
絵
︒

︵
ま
つ
も
と

ゆ
う
す
け
・
京
田
辺
市
役
所
市
史
編
さ
ん
室
主
任
︶
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